
    

令
和
7
年
度
定
時
総
会 

6
月
23
日
（
月
）
に
令
和
7
年
度
定
時

総
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
仙
台
国
分

町
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
役
員
を
は
じ

め
、
委
任
状
出
席
を
含
め
た
約
90
名
の
会

員
が
出
席
し
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
書
、
令
和
7
年
度
事
業
計

画
（
案
）、
収
支
予
算
書
（
案
）
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

会
議
終
了
後
は
同
ホ
テ
ル
に
て
懇
親
会

を
実
施
し
、
来
賓
に
（
一
社
）
宮
城
県
建
設

業
協
会
の
千
葉
会
長
、
歴
代
県
青
年
会
長
の

皆
様
を
は
じ
め
、
宮
城
県
土
木
部
よ
り
稲
村

技
術
副
参
事
（
道
路
課
）、
千
葉
総
括
課
長

補
佐
（
事
業
管
理
課
）、
尾
形
総
括
課
長
補

佐
（
都
市
環
境
課
）
に
ご
出
席
賜
り
ま
し
た
。 

 

            

全
国
建
設
青
年
の
日
制
定
事
業 

10
月
9
日
（
木
）
宮
城
郡
利
府
町
宮
城

ス
タ
ジ
ア
ム
付
近
の
県
道
利
府
停
車
場
総

合
公
園
線
付
近
に
て
、
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
定
を

受
け
て
か
ら
11
回
目
の
活
動
と
な
り
、
当

日
は
好
天
の
中
、
総
勢
91
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

支
部
ご
と
に
3
班
に
分
か
れ
て
ゴ
ミ
を

収
集
し
、
活
動
終
了
後
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
懇
親
会
を
仙
台
市
内
に
て
開
催
し
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

10
月
30
日
（
木
）
に
仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
俱
楽
部
に
お
い
て
開
催
、
プ
レ
ー
中

は
各
支
部
の
皆
様
が
各
々
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。 

○
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
39
名
参
加
） 

 

 

優
勝 

仙
台
建
設
業
青
年
会 

佐 

藤 
 

渉 

氏 

 

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習 

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
仙
台
青
年

会
の
赤
坂
建
設
㈱
様
、
㈱
髙
工
様
、
㈱
丹
秀

工
務
店
様
、
山
辰
建
設
㈱
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
仙
台
市
内
の
中
学
2
年
生
を
対
象
と

し
た
現
場
実
習
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。 生

徒
た
ち
は
3
日
間
と
い
う
短
い
期
間

な
が
ら
も
、
仕
事
の
や
り
が
い
や
厳
し
さ
を

体
験
し
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
る
様
子

で
し
た
。 

 

           

み
や
ぎ
元
気
ま
つ
り
2025
及
び
令
和
7
年
度

み
や
ぎ
建
設
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

 

8
月
2
日(

土)

・
3
日
（
日
）
の
「
み

や
ぎ
元
気
ま
つ
り
2025
」（
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
）

で
、
ラ
ジ
コ
ン
重
機
操
作
と
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ

イ
ト
作
り
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
11
月
3
日
（
月
・
祝
）
の
「
み
や

ぎ
建
設
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
は
、
測
量
体

験
や
高
所
作
業
車
の
試
乗
を
実
施
し
、
約

5,500
人
が
来
場
し
ま
し
た
。 

第
30
回
全
国
建
設
青
年
会
議 

 

12
月
5
日
（
金
）、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
東
京
に
お
い
て
第
30
回
全
国
建
設
青

年
会
議
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
600
名
が
参
加
し
、
当
会
か
ら
も
役
員
等

15
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。 

大
会
で
は
「
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
イ
ド
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
各
地
域
代
表
9
名
が

登
壇
し
、
北
海
道
建
青
年
会
の
渡
辺
慶
人
氏

が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

新
春
交
流
会 

令
和
8
年
2
月
6
日
（
金
）
に
仙
台
市

内
に
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
春
交
流
会
を

開
催
。
ゲ
ス
ト
を
含
め
約
100
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
本
年
度
は
石
堂
総
務
・
交
流
委
員

長
の
も
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

 

 

  

仙
台
建
設
業
青
年
会
の
令
和
7
年
度
の

活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

令
和
7
年
度
は
、
5
月
23
日
（
金
）
に

仙
台
市
内 

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
定

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
年
目
の
任

期
と
な
る
與
那
覇
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
は

じ
め
と
し
、
令
和
6
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
会
計
報
告
、
令
和
7
年
度
の
事
業
計

画
並
び
に
予
算
計
画
の
議
題
に
つ
い
て
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

8
月
に
は
、
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
の

夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
も
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
打

ち
上
げ
花
火
の
協
賛
や
く
じ
引
き
、
ヨ
ー
ヨ

ー
の
運
営
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
9
月
に
は
例
会
を
エ
ル
・
パ
ー
ク

仙
台
に
て
行
い
、
講
師
に
株
式
会
社
フ
ォ
ー

バ
ル
様
を
お
招
き
し
「
建
設
DX
」
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
建
設
業
界
の
生

産
性
向
上
や
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
建

設
DX
の
取
り
込
み
方
な
ど
の
基
礎
知
識
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
納
涼
会
を
行
い
、

会
員
同
士
の
さ
ら
な
る
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。 10

月
は
全
国
建
設
青
年
の
日
制
定
事
業

（
清
掃
活
動
）、
全
県
青
年
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
参
加
し
、
各
支
部
と
の
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。
11
月
に
は
「
み
や
ぎ
建
設
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
に
お
い
て
宮
城
県
建
設
業
協
会
の

事
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
多
く
の
方
に
建
設

業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

ま
し
た
。 

移
動
研
修
は
10
月
に
実
施
し
、
本
年
度

は
長
崎
県
を
研
修
の
地
と
設
定
し
ま
し
た
。

軍
艦
島
に
上
陸
し
、
歴
史
的
な
遺
産
を
直
接

肌
で
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
歴
史
や

知
見
を
広
げ
る
機
会
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
11
月
に
は
3
校
の
中
学
生
の
職

場
体
験
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
、
体
験
を
通

し
て
建
設
業
の
魅
力
や
楽
し
さ
、
や
り
が
い

に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

12
月
に
は
、
毎
年
恒
例
事
業
の
ク
リ
ス

マ
ス
家
族
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
く
の
会

員
家
族
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会

員
だ
け
で
な
く
家
族
間
の
親
睦
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
度
も
、
建
設
業
全
体
の
問
題
に
青
年

会
員
全
員
で
取
り
組
み
、
建
設
業
の
さ
ら
な

る
発
展
や
地
域
へ
の
貢
献
に
積
極
的
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
建
設
業
界
や

地
域
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
尽
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

 

仙
南
建
設
業
青
年
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

前
年
に
引
き
続
き
、
春
日
部
悠
希
会
長
の
も

と
、
会
員
10
名
に
て
令
和
7
年
度
の
事
業

活
動
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

本
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
、
ま
ず
は
県

青
年
会
全
体
で
の
活
動
で
も
あ
り
ま
す
8

月
開
催
の
「
み
や
ぎ
元
気
ま
つ
り
」
へ
の
参

加
と
、
11
月
開
催
の
「
み
や
ぎ
建
設
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
、
そ
し
て
10
月
に
行

わ
れ
た
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
清
掃
活

動
へ
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

仙
南
青
年
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
、

現
場
見
学
会
を
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

計
3
回
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
7
月

1
日(

火)

に
大
河
原
産
業
高
校
生
徒
の
皆

さ
ん
と
蔵
王
の
松
川
流
路
工
工
事
の
見
学

を
実
施
し
、
施
工
内
容
か
ら
ICT
建
設
機
械
・

3D
設
計
デ
ー
タ
な
ど
の
最
新
技
術
を
紹
介

し
、
働
き
方
の
魅
力
な
ど
も
感
じ
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
7
月
29
日
（
火
）
に
は
「
2025
夏

休
み
！
小
学
生
と
保
護
者
の
建
設
現
場
見

学
会
」
と
題
し
、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象

に
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
高
所
作
業
車
の
試
乗
体

験
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
や
ア
ー
ト
ス
ト
ー
ン
体

験
な
ど
、
楽
し
く
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
は
10
月
14
日
（
火
）
に
白
石
工
業

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
、
丸
森
の
新
築
工

事
の
建
築
現
場
を
見
学
し
、
建
物
が
出
来
上

が
っ
て
い
く
工
程
を
見
て
い
た
だ
き
、
建
築

工
事
な
ら
で
は
の
や
り
が
い
も
感
じ
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

支
部
会
員
の
交
流
の
場
と
し
て
研
修
旅

行
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
阪
万
博
を
メ

イ
ン
に
明
石
海
峡
大
橋
な
ど
を
回
り
、
教
養

を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

図
り
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
と
も
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域

と
建
設
業
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
和
を
広
げ
な
が
ら

仙
南
地
区
を
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
す
。 

 

 

 

 
   

 

名
亘
建
設
業
青
年
会
は
、
令
和
7
年
5

月
9
日
（
金
）
に
定
時
総
会
を
開
催
し
、
事

業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
会
長
の
も
と
、
会
員

8
名
で
令
和
7
年
度
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。 

7
月
に
は
、
仙
南
青
年
会ss

と
合
同
で

  

 

令和 8年 3月 30日（第 49号） 

 

お問い合わせ・ご意見は… 

 

宮城県建設業青年会 

総務・交流委員会 
 

〒980-0824 

仙台市青葉区支倉町 2-48番地 

TEL 022-262-2211 

FAX 022-263-7059 

【総務・交流委員会】 

担当副会長 ：佐々木   浩 

委 員 長  ：石 堂 智 也 

副委員長  ：春日部 悠 希  

副委員長  ：遠 藤   剛  

副委員長  ：浅 野 拓 治 

事務局長  ：髙 橋   圭  

委   員 

・鎌田 桂・本田 和己・結城 佳之 

・伏谷 綜太・高橋 正樹 

・阿部 祥太郎・木村  和貴 

・山内 庄城 



若
手
人
材
育
成
事
業
と
し
て
、
大
河
原
産
業

高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
名
取
市
内
の

ダ
ム
工
事
現
場
に
お
い
て
現
場
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
生
徒
と
会
員
と

の
交
流
の
場
を
設
け
、
生
徒
か
ら
率
直
な
意

見
を
聞
く
と
と
も
に
、
建
設
業
の
重
要
性
や

進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
る
意
見
交
換
を
行

い
、
地
域
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。 

9
月
に
は
、
建
設
業
の
魅
力
を
発
信
し
、

子
ど
も
た
ち
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
保
護
者
に
も
建
設
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ａ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｙ
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

建
設
Ｃ
Ｕ
Ｐ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
コ
ン

重
機
の
操
作
体
験
、
高
所
作
業
車
の
乗
車
体

験
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
乗
車
体
験
、
測
量
機
器

の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
建
設
業
の
魅
力
を

子
ど
も
た
ち
に
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
次
年
度
以

降
も
継
続
開
催
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
お

り
ま
す
。 

10
月
に
は
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
11
月

に
は
み
や
ぎ
建
設
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ
の

参
加
お
よ
び
移
動
研
修
会
を
行
い
、
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
り
、
結
束
を
高
め
ま
し
た
。 

来
年
度
も
名
亘
建
設
業
青
年
会
は
、
地
域
建

設
業
の
発
展
お
よ
び
地
域
創
生
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
各
種
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

    
 

 

塩
釜
建
設
業
青
年
会
で
は
、
令
和
7
年

5
月
28
日
（
水
）
に
定
時
総
会
を
開
催
し
、

令
和
6
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査

報
告
、
令
和
7
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
、
今
年
度
は
9
名
で
事

業
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

当
青
年
会
の
事
業
活
動
と
し
て
、
7
月

に
納
涼
会
・
親
睦
ゴ
ル
フ
、
8
月
に
み
や
ぎ

元
気
ま
つ
り
、
10
月
に
み
や
ぎ
ス
タ
ジ
ア

ム
清
掃
活
動
、
11
月
に
み
や
ぎ
建
設
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
、
12
月
に
忘
年
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

若
手
会
員
を
主
体
と
し
て
、
業
界
を
よ
り

広
く
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域
の
皆

様
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
設
け
な
が
ら

社
会
貢
献
活
動
を
行
い
、
会
員
同
士
の
親
睦

も
図
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
若
手
会
員
を
含
む
9
名
の

会
員
が
積
極
的
に
各
種
事
業
活
動
へ
参
加

し
、
年
間
を
通
じ
た
親
睦
事
業
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
を
通

し
て
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
活
動
は
、
会
員
同
士
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
と
の

関
係
を
築
く
大
切
な
機
会
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
活
動
を
通
し
て
会
員
企
業
同
士
の

情
報
共
有
や
協
力
体
制
を
深
め
、
建
設
業
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
も

連
携
し
て
取
り
組
め
る
関
係
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

建
設
業
は
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
災

害
対
応
な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
一
員

と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。 

今
後
も
会
員
一
人
ひ
と
り
が
建
設
業
の

担
い
手
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
持
ち
、
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き

会
員
一
丸
と
な
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と

建
設
業
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
積
極

的
に
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

  

 

大
崎
支
部
青
年
部
会
の
令
和
7
年
度
の

活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

5
月
9
日
（
金
）
に
定
時
総
会
を
開
催

し
、
佐
々
木
部
会
長
の
も
と
、
会
員
19
名
で

今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。 昨

年
度
に
引
き
続
き
、
5
月
と
10
月
の

2
回
に
わ
た
り
、
化
女
沼
の
環
境
美
化
活

動
の
一
環
と
し
て
、
除
草
や
立
木
の
伐
採
等

の
作
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
7
月
30
日(

水)

に
は
、
宮
城
県

と
建
設
業
協
会
大
崎
支
部
の
共
催
に
よ
る

「
2025
夏
休
み
！
小
学
生
と
保
護
者
の
建
設

現
場
見
学
会
」
に
、
会
員
全
員
で
参
加
い
た

し
ま
し
た
。 

大
崎
市
内
の
竹
ノ
内
地
区
道
路
改
良
工

事
の
現
場
に
お
い
て
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
や
高
所

作
業
車
の
試
乗
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
体
験

な
ど
、
体
験
型
の
見
学
会
を
実
施
し
、
建
設

現
場
の
魅
力
を
発
信
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
変
暑
い
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
ミ
ス
ト
フ
ァ
ン

の
設
置
や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
の
呼
び
か

け
な
ど
、
安
全
に
配
慮
し
た
現
場
見
学
会
と

な
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
12
月
と
1
月
に
開
催
さ
れ
た

「
み
や
ぎ
建
設
架
け
橋
サ
ロ
ン
」
に
お
い
て

は
、
会
員
企
業
か
ら
数
社
が
代
表
し
て
管
内

の
実
業
高
校
を
訪
問
し
、
建
設
業
の
魅
力
や

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
担
い
手
確
保
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。 

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
積

極
的
な
部
会
活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

栗
原
支
部
青
年
会
は
、
上
田
会
長
の
も
と

会
員
5
名
に
て
本
年
度
の
活
動
を
展
開
い

た
し
ま
し
た
。 

主
な
事
業
と
し
て
、
若
年
層
の
建
設
業
界

へ
の
入
職
促
進
を
目
的
に
、
市
内
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た
建
設
現
場
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
建
設
業
の
や
り
が
い
や
魅
力
を

伝
え
、
将
来
的
に
栗
原
地
域
の
建
設
業
界
で

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
の
確
保
を
目

指
し
た
取
り
組
み
で
す
。 

ま
た
、
県
青
年
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
清
掃
活
動

や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
新
春
交
流
会
、
み
や
ぎ

元
気
ま
つ
り
、
建
設
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど

の
各
種
事
業
に
協
力
し
、
他
支
部
青
年
会
の

会
員
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

次
年
度
も
、
地
域
の
発
展
と
建
設
業
の
魅

力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

登
米
建
設
業
青
年
会
は
浅
野
会
長
の
も

と
、
会
員
11
名
に
て
本
年
の
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

5
月
の
定
時
総
会
を
は
じ
め
、
移
動
研

修
、
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム
付
近
の
清
掃
活
動
、

「
み
や
ぎ
建
設
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
へ
の
参

加
、
迫
川
清
掃
活
動
な
ど
、
積
極
的
に
青
年

会
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

会
員
同
士
の
親
睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ま
た
、
移
動
研
修
は
大
阪
・
関
西
万
博
に

お
い
て
、
最
新
の
建
設
技
術
や
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
み
を
現
地
で

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

最
も
印
象
に
残
っ
た
点
は
、「
未
来
社
会
の

実
験
場
」
と
い
う
万
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、

建
築
・
施
工
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
反
映
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
す
。
各
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
省
資
源
化
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
建
築
手
法
に
よ
り

施
工
期
間
の
短
縮
や
解
体
・
再
利
用
が
考
え

ら
れ
て
お
り
、
人
手
不
足
や
コ
ス
ト
高
騰
と

い
っ
た
建
設
業
界
の
課
題
に
対
す
る
有
効

な
解
決
策
と
な
り
得
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
ICT
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

も
進
ん
で
お
り
、
効
率
的
で
安
全
性
の
高
い

施
工
が
可
能
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

     

 

   

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
建
設
業
は
単
に

「
建
て
る
」
だ
け
で
な
く
、
環
境
・
社
会
・

未
来
を
見
据
え
た
価
値
を
創
造
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し

た
。
今
後
も
青
年
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
建
設
業
界
の
発
展
と
地
域
貢
献
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

  

  

 

石
巻
支
部
青
年
会
の
令
和
7
年
度
事
業

と
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

を
、
今
年
度
も
年
3
回
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
石
巻
工
業
高
校 

土
木
シ
ス
テ
ム
科

1
年
生
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
で
は
、

発
注
者
で
あ
る
宮
城
県
様
、
施
工
会
社
で
あ

る
共
同
企
業
体
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
の

も
と
、「
仮
称 

大
谷
川
浜
小
積
浜
ト
ン
ネ
ル

工
事
」
の
現
場
を
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
当
会
の
重
要
事
業
と
位
置
付
け

て
い
る
地
域
貢
献
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
防
犯
標
語
「
い
か
の
お
す
し
＋
2
」
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。 

 

贈
呈
枚
数
は
、
石
巻
市
教
育
委
員
会
へ
800

枚
、
東
松
島
市
教
育
委
員
会
へ
300
枚
、
女
川

町
教
育
委
員
会
へ
200
枚
の
計
1,300
枚
で
、
年

度
内
の
実
施
に
向
け
て
現
在
各
方
面
と
調

整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
今
回
で
13
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

な
ど
、
石
巻
支
部
青
年
会
の
団
結
力
を
も
っ

て
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

     

気
仙
沼
建
設
業
青
年
会
の
令
和
7
年
度

の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

令
和
7
年
は
4
月
7
日
（
月
）
に
定
時

総
会
を
開
催
し
、
遠
藤
会
長
の
も
と
、
令
和

6
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、

令
和
7
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
計

画
が
満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
、
活
動
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。 

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
活
動
計

画
ど
お
り
に
実
施
で
き
た
1
年
と
な
り
ま

し
た
。 

9
月
9
日
（
火
）
に
は
宮
城
ス
タ
ジ
ア

ム
付
近
を
、
県
内
各
支
部
の
青
年
会
の
皆
様

と
協
力
し
て
清
掃
活
動
を
行
い
、
ス
タ
ジ
ア

ム
周
辺
の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
じ
く
9
月
に
は
10
日
（
水
）

～
12
日
（
金
）
に
か
け
て
移
動
研
修
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
て

い
た
大
阪
・
関
西
万
博
を
訪
問
し
、
世
界
各

国
の
文
化
や
先
端
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

11
月
3
日
（
月
・
祝
）
に
は
み
や
ぎ
建

設
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ
参
加
し
、
建
設
業
の

魅
力
を
子
ど
も
た
ち
へ
ア
ピ
ー
ル
い
た
し

ま
し
た
。 

3
月
4
日
（
水
）・
6
日
（
金
）
に
は
昨

年
同
様
に
「
防
犯
標
語
入
り
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
」
を
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会
並
び
に
南
三

陸
町
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
し
、
新
小
学1

年

生
に
配
布
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

新
年
度
も
青
年
会
の
活
動
を
通
し
て
社

会
貢
献
、
建
設
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。 


